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         編 輯 後 記

 本誌第28輯 の講演要旨は京都大畢に於いて昭和26年11月30日 よ り

2日 間に行われた化學研究所業績獲表講演會の講演の前牟である.

 次號第29輯 は5月 頃獲行の豫定であるが,阿 部教授の 「明日の電

氣材料」 を綜報として,又 上記講演會の講演要旨淺部 を掲載するこ

とになつて居 る.

 樹英文欄の編輯に就てはP.V. Gohel氏 の御援助が大であつた.

ここに深 く感謝する次第である.        (大 西)

       化學研 究所報告 第28集 奥 付
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・召和27年3月3・ 日 獲 行  [非 喪 品]

         大 阪 府 高 槻 市 古 曾 部

          京都大F～化學研究所

  編集継 鮒 人    内   野   仙   治

         京都市下京匹上鳥朋村山町一〇三         ・

  印 刷 所  文 功'杜 印 刷 所

         京都市下京旺上鳥羽村山町一〇三

  印 刷 者 田 中 幾 治 郎



      化學研究所報告 第28集 目 次

 綜 報

有機1ヒ學におけるC14の 利用               中 井 利 三 郎 1

 原  報

1.イ オン結晶の域長及焚形組織       柳 澤 正 昭13

・・蘇 轍 及びその騨 解 析    建 翻 羅 ・2

・・灘 騒舗 繭 繭 ングか ト 繍 嚢32

4.ア ル ミニヌームの邸延並びに規鈍            小 山 E; 重 41

・・界U嚥翻 鑛 ≦第購㍉麟 奉磁 静 然47

石鐸  究  幸艮  告  (1～34)                                        53～84


